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●図書館員の地域活動その後

庭のシラカシに見慣れぬ中型の鳥がやってき

た。キジバトのようだ。やがて近所の桜の木から

枝を咥えては頻繁に往復するようになった。営巣

しようとしているなら大変。お引き取りいただか

なくてはならぬ。レモンの木にしつこく来襲するア

ゲハ同様追い払うしかない。長い棒を引っ張り出し

てきて、キジバトの番
つが

いに諦めさせる作戦だった。

　しかし、読み逃していた本を拾い上げて熱中し

てしまった。『教養としての「ラテン語の授業」

――古代ローマに学ぶリベラルアーツの源流』（ハ

ン・ドンイル 著／本村凌二監 訳／岡崎暢子 訳／

ダイヤモンド社／2022）。著者は東アジアで初めて

ロタ・ロマーナ（バチカン裁判所）の弁護士にな

ったハン・ドンイル氏。ラテン語という古い言葉

を通して、歴史、哲学、宗教、文化、芸術、経済

のルーツを解き明かす。韓国では100刷を超えるロ

ングセラーだというから驚く。視点がユニークで

確かに面白い。

　そんな日の夕方、韓国人女性作家、韓江（ハン・

ガン）さんのノーベル文学賞受賞ニュースが飛び

込んできた。韓国としては2000年に金大中（キム・

デジュン）の平和賞受賞以来。近作は『ギリシャ

語の時間』（ハン・ガン 著／斎藤真理子 訳／晶文

社／2017）。

　ハン・ガンさんの長編小説は手強そうだ。「ある

日突然言葉を話せなくなった女は、失われた言葉

を取り戻すために古典ギリシャ語を習い始める。

ギリシャ語講師の男は次第に視力を失っていく。

ふたりの出会いと対話を通じて、人間が失った本

質とは何かを問いかけていく」（版元のＨＰから）。

　日本ではギリシャ語どころかラテン語すらあま

り縁がないようではあるが、『テルマエ・ロマエ』

の登場で多少は身近になった。

　と思いきやラテン語は合唱界隈では当たり前の

ように歌われているのを忘れていた。ローマの詩

人オウィディウスの詩にチェコの作曲家ペトル・

エベン（Petr Eben, 1929-2007年）が曲をつけた

『永遠の美容法』（オウィディウス／木村健治 訳

『恋の技術／恋の病の治療／女の化粧法』西洋古典

叢書 L035／京都大学学術出版会／2021）は合唱コ

ンクールで自由曲としてしばしば登場する。カエ

サルが暗殺された頃の、つまり2000年前の詩人の

女性の美容法の歌を日本の中学生や高校生が合唱

コンクールで原語のラテン語で歌い上げている。

曲目は「Medicamina sempiterna（永遠の美容

法）」

  1. De facie formosa (美しい顔について)

  2. De arte faciem colorandi (化粧の仕方に     

  ついて)  3. De crinibus (髪のお手入れにつ

　いて)  4. De pulchritudine sempiterna (永

　遠の美しさについて)

　我が家のシラカシへの営巣妨害は長い棒のおかげ

で成功し、キジバトは去って行った。（埜村 太郎）
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　  少々よろしいでしょうか……。

　　お願いがありまして……。

　ここ数年、自治体からの協議会や委員会へお声が

けいただく回数が増えた。弱小女子大学に勤務し、

「移動図書館」という狭い領域を静かに研究し、学

会では存在感が皆無の身にとって、本当に有難い限

りである。文字通り、「身に余る光栄」である。

　　私でよろしければ……。

　　微力ではございますが……。

　年数回の協議会や委員会とはいえ、手振り身振

り生の声で図書館現場の現状や課題、思いや悩み、

葛藤が語られ、学校関係者、利用者、ボランティ

アさんなどからは、実に豊かな経験と知見を背景

としながら図書館に対する指摘や評価が語られ

る。高所からの演説ではなく、まさにリアリティ

ある「ことば」が交わされる。

　　あれっ、もう会議は終わり？

　Ａ市の図書館協議会に初めて出席したときの心

の中の「ことば」である。協議会が始まって、ま

だ１時間しか経っていなかった。あれよあれよと

審議事項、報告事項と進んでしまい、気がつくと、

すでに最後の「その他」の議題に到達していた。

汗を流しながら小さく挙手をして、先の議題であ

る審議事項、報告事項に対する数々の質問を――

まさに会議の時計を戻してしまった。事前に郵送

された資料から質問を考えていたが、いざ会議の場

となると、あれこれと考えすぎてしまった（と思う）。

　　

　　じっくり議論して協議会で提言も出しましょう。

　

数年後、委員長を拝命することになった。動く

図書館協議会としていくため、提言の取りまとめ、

グループワークなども展開してしまった。会議の

場でしっかりと発言すること、図書館協議会とは

何かを問い続けていくこと――Ａ図書館の図書館

協議会で学んだことである。

　　あれっ、今回も私だけがオンライン？

Ｂ図書館のサービス計画策定の委員会に出席し

たときの心の中の「ことば」である。日程調整の

際に、対面でもＯＫの日にちを毎回提出している

が、なぜか私だけ毎回オンラインでの出席であっ

た。おそらく会議室では私の顔が大画面で上映さ

れていたのではないか――オンラインの場合、ど

うしても発言のタイミングがつかめず――困惑の

表情が上映され続けていたと推測する。お恥ずか

しい限りである。委員会が終了すると、会議室内

ではフランクにさまざまな意見交換がなされてい

る――孤独な私はモニターでにぎやかな会議室を

横目に「退出」ボタンを毎回クリックしていた。

　　毎回オンラインとなりましてゴメンナサイ。

　委員の任期を終えた頃、学会の研究大会にて、

委員長・Ｃ先生にご挨拶することができた。図書

館現場の生の声を聞くこと、多くの委員へ語りか

けること、質問すること、現場を視ること――Ｂ

図書館の委員会で学んだことである。

　　指定管理者制度の導入は慎重にすべきでは？

　Ｄ図書館の指定管理者選定委員会の資料をめく

っていたときの心の中の「ことば」である。委員

会ではまず募集要項や仕様書などの資料が検討さ

れる――図書館の具体的な実務、日々の活動など、

もっともっと「小文字」で記すべきではないか――

果たしてこの内容と記述量は適切なのかどうか、

司書という専門性とはいったい何か、を問い続け

大学教員ノート 第１２回　

石川 敬史

－豊かさとは何か－
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館の指定管理者選定委員会で学んだことである。

いや～、報告と評価が単調で長いのでは？

　Ｆ市の図書館協議会に委員として出席していた

ときの心の中の「ことば」である。図書館から前

年度の事業報告を受けて、協議会が協議・評価を

する流れであるが、項目ごとに、報告→協議・評

価、報告→協議・評価、報告→協議・評価と、静

かに静かに回転していくため、単調で長く、迂闊

にも睡魔に襲われてしまう。図書館活動の十分な

実績があり、図書館員の想いが込められた報告で

はあるが、前年度という過去の評価になるため、

議論がなかなか活発にならなかった記憶がある。

　　社会教育のための機関が図書館ですね。

　Ｆ市においても委員長を拝命することとなっ

た。Ａ市同様に、動く図書館協議会としていくた

め、提言の取りまとめ、グループワークなども展

開してしまった。誰のための図書館であるのか、

そして図書館協議会とは何かを問い続けていくこ

と――Ｆ図書館の図書館協議会で学んだことである。

＊　＊　＊

いったい会議は何のために開催されるのか――「豊

かな共存が自分の生を支え」、「すべてのひとに基

本的人権が保障され」（p.240），同時に「ありかた

の豊かさ」（p.242）とは何か――協議会や委員会

に出席するたびに、ふと『豊かさとは何か』（暉峻

淑子／岩波書店／1989）の視座を思う。『豊かさの

条件』（暉峻淑子／岩波書店／2003）のひとつに

「安心の中から人間の自由な創意が発揮」（p.240）

される、「助け合う相互と互恵の社会」（p.239）で

あると指摘している。それは充実した豊かな会議

の進行という単純なものではなく、図書館は何の

ために地域社会に存在するのか――図書館に関わ

る自治体職員、図書館員、学校関係者、ボランティ

ア、指定管理者社員・スタッフ、取引先企業社員・

スタッフ、利用者・市民、そして会議の委員も含め

――「地域で豊かに生きることを保障する土台」

としての図書館への視座と原理の合意に通じる。

（いしかわ　たかし：十文字学園女子大学）

ていた。委員会では、Ｄ市の幹部職員が多数を占

め、外部からは私を含め３名という構成であった

が、委員の末席を汚す私に、なぜか何度も仕様書

等の相談があり、自問自答の日々であった。たく

さんの団体からの提案があり、12月25日のクリス

マスに１日かけて各団体からのプレゼンテーショ

ン・質疑に出席した記憶は鮮明である。

　　長期的な視点で、いずれ直営に戻すことも視野に。

　眼前の指定管理者の導入そのものが目的化さ

れ、中長期的な視野で図書館のあり方をＤ市が問

うことがない「空気」の中、思ったことを愚直に

発言してしまった。議事録にしっかりと刻んでい

ただき、今後Ｄ市が検討すべき材料をつくること、

御用学者にはならないこと――Ｄ図書館の指定管

理者選定委員会で学んだことである。

　　ひょっとして指定管理者へ丸投げになっている？

　Ｅ図書館の指定管理者選定委員会の事前打ち合

わせをしていたときの心の中の「ことば」である。

委員長を拝命し、Ｅ市担当者と仕様書等の打ち合

わせを重ねていた。が、図書館には明るくない担

当者であった。薄いホチキス留めの資料をめくり

ながら、図書館の現実を正しく表現できているの

か、Ｅ市の姿勢が気になっていた。Ｅ市幹部職員

が半数、市民も含め外部から半数という委員構成

であるため、第１回目の委員会時からまさに「小

文字」で議論が展開された。毎回、委員全員の発

言を促していたため、応募団体からのプレゼンテ

ーション時、質疑応答の時間は50分近くを確保し

たのではと記憶している。振り返りや総括の時間

も１時間近く取っていただいたと思う。

　　指定管理者制度の導入を一度総括してみては。

　Ｅ市では何回か同様の委員会にお声がけをいた

だき、委員会の度に発言を重ねてきた。自治体担

当者も図書館を考え、市民も図書館を考え、そし

て学びあいを続けていく契機をつくる――Ｅ図書
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昨年の今頃この欄で、私の勤務先の図書館の所

在している地区の認知症アクションチームの活動

について書かせていただいた。前年に発足した組

織で、認知症当事者の方が認知症であっても地域

で変わりなく暮らせるようにサポートしていくこ

とを、様々な年代・職種の人が各種の活動を通し

て行っている。

　今年行った活動の中で主なものを紹介するとま

ず昨年に引き続き「落語を楽しむ会」。

昨年は、地域連携の活動を行っている地元の東

京農業大学の落語研究会の部員の方々に来ていた

だき（全員女子）初々しい落語を聴かせていただ

いたのだが、今年は図書館の入っている区民セン

ターで定期的に土曜寄席を開催されているグルー

プの方々と、昨年もお出でいただいた認知症落語

なるものを創作でやっておられる都立松沢病院の

新里和弘医師で、本格的な感じで演じていただい

た。今年も大勢の方に聴いていただけ、元々認知

症のため落語を聴きに行くことが難しいので地域

で楽しめたらというご要望のあった当事者の方も

楽しんでくださっていた。

　次に「ＲＵＮ伴」への参加。こちらはＮＰＯ法

人認知症フレンドシップクラブが主催する全国規

模の認知症啓発イベントで、「認知症になっても安

心して暮らせる地域づくりを目指して、認知症の

人々やご家族、地域住民、医療・福祉関係者の方々

と一緒にタスキをつなぎ、日本全国を縦断する」

（世田谷区のＲＵＮ伴チラシより）ものである。

世田谷区でも区内４コースで開催され、私の参

加している認知症アクションチームは経堂コース

（小田急線経堂駅から隣駅の千歳船橋間の９か所

のポイント）でタスキを繋いだ。

当日は土曜日で、私は勤務のため直接参加はで

きなかったのだが、ゴールがお昼の12時で、場所

が図書館の上階にある児童館の広場だったのでゴ

ールイベントに参加することができた。

　文京区から来てくださったダンス部隊のマツケ

ンサンバや音楽療法のグループの楽器演奏、フラ

ダンスなど参加者がゴールすると大盛り上がりで

児童館に来ていた子ども達も物めずらし気に集ま

ってきて、老若男女問わず地域の人が楽しんでい

る感じでとてもよかった。

　このようなイベントの他にも、地元のスポーツ

クラブにご協力をいただいて行っているテニス教

室、認知症への理解を深めるため出前で開催する

アクション講座などの定期的な活動を行っており

昨年「交渉中」という事で紹介したのだが、機械

化等で商店での買い物がしづらくなったという認

知症当事者の方の声を受け、「認知症あんしんサポ

ート店」への登録を呼びかけるというかたちで地

域の商店に協力依頼をすすめている。

　一見すると図書館とは何の関係もないことを熱

心にやっているようなのだが、地域での活動に参

加して各方面に顔出しすることで図書館の職員と

いうことで認知していただけて、レファレンスの

要望が出てきた時にすぐ対応できるかと思うし（実

際資料検索を何回かお受けしている）認知症関係

の本の紹介や講演会の開催（来年予定している）

などでは力を発揮できるのでは思っている。その

あたりは本が何にでも繋がっている強みであろう。

　

話変わって、図書館の話題。

　先日世田谷区立図書館主催で「文字活字文化の

日記念講演会」が開催された。文字活字文化の日

は、2005年に施行された文字・活字文化振興法に

より、読書週間の初日に当たる10月27日に定めら

れている。世田谷区立図書館では毎年この時期に

講演会を行っており、今回で14回目となる。

　今回はハリセンボンの箕輪はるか氏をお招きし

て「読書にまつわるエトセトラ」という題目で講

演していただいた。箕輪はるか氏は、司書有資格

で、光文社の週刊誌「女性自身」で書評連載もし

ているということで、担当者は以前から講演会に

お呼びしたいと思っていたようだ。箕輪氏自身も

講演会をやってみたいという気持ちがあったよう

で、この度事務所が変わったのを機に講演をして

図書館員の地域活動その後

後藤 婉子
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いただけることになり、初の講演会に世田谷区を

選んでいただき、区立図書館の職員としては嬉し

い限りであった。

演題にあったようにご自身の読書体験について

語っていただいたのだが、おすすめの本がひとひ

ねりあって独特感が強く面白かった。

芸人さんらしいところを感じさせつつも、普通

の女性感が強く、とても好感の持てる方だった。

初の講演会は成功だったと思うので、翌日参加

されるという秋田でのトークイベントへの自信を

深められたのではと思う。

（ごとう　わかこ）

■図書館総合展にLASスタッフが参加した様子を少

しだけお届けします。初日11月５日、「地域の未来

を拓く移動図書館の可能性」フォーラムに本誌連載

「大学教員ノート」でお馴染みの石川先生がご登壇

されました。会場は満員御礼の札がかけられ大盛

況。名古屋市鶴舞中央図書館と福島県双葉郡富岡

町図書館から事例報告もありました。名古屋市の自

動車図書館は課題解決のため小型化へ。機動力を

高め地域イベントにも引っ張りだこ。様々な分野と

のコラボが生まれているようです。そして印象的だ

った富岡町の移動図書館。東日本大震災で大きな

被害を受けた富岡町の復興の歩みが語られると会場

の空気は一気に静まりました。図書館のあり方を真

剣に検討されてきた図書館スタッフの生の声に、自

分の住む町とは大きく状況が異なるその様子を想像

しながら、みなさんじっと聞き入っていました。

「本を借りても、いつ返せるか分からないから」

「避難住宅で今日も一日誰とも会話せず終わった」

富岡町図書館はそんな声を受け止め、

「離れているあなたに、私達が会いに行きます」と。

満開の桜が描かれた移動図書館は、本を運んでい

るだけでなく、決意と、希望と、本の周りに人が集

まる空間を運んでいます。是非みなさんも富岡町公

式YouTubeチャンネル「富岡町の移動図書館」でそ

の様子を見てください。

『「直木賞作家・今村翔吾氏」と図書館を語る！～

目指せ【図書館本大賞】創設～』フォーラムにも参

加。図書館本大賞実現に向けて相当な熱意を感じ

ましたが色々なお声がありそう。司書のみなさんの

ご意見が気になります。学校図書館司書、木下通子

さんのブースにも遊びに行きました。ツーショット

はLASのHP、スタッフブログで。　　（LAS探検隊）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

写真は、TRC が販売する軽自動車移動図書館 LiBoon の実機

https://www.sinfonica.or.jp/kanko/estrela/est202411.html
https://www.las2005.com/category/staffblog/


6

＜ＤＭかたろぐ＞版下データ入稿締め切り　2024 年 11 月 6日　H70*W70mm


